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明治期におけるミクロネシア関係文献
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はじめに

　21世紀は，太平洋の時代と云われる。

この広大な太平洋に点在する数千の島々’

からなるミクロネシア（旧南洋群島）が，

直接日本との関係を持つことになるの

は，通常，第一次世界大戦に日英同盟の

取り決めに従って，この地区を日本海軍

が占領（1917年）した時に始まると云われ

る。之の占領の結果，ミクロネシアは後

に国際連盟の承認めもと，委任統治地南

洋群島として，正式に日本の支配下に入

り直接日本領としての歴史をふみ出すこ

ととなる。

　しかし，．この時期以前の時代（明治期）

をふり返って見るとき，その中心的な思

想の一つであった南進輪の洗行のもと，

数多くのミクロネシア関連の文献が存在

することを知るのである。明治維新の旗

の下，近代国家としての第一歩をふみ出

した日本の，若々しいエネルギーの噴出

とも云える南進論は，世界の激しい植民’

地獲得競争にも刺激されて，当時の代表

的な思想の一つとして発生し，太平洋各

地への大きな関心となって現れた。

　この時代にあって，虹の様な海外への

あこがれとともに現れた各地域の研究，

レポート，植民論，移民案内は，自由民

権思想や言論の自由など新しいジャーナ

リズムを背景にして花開くのである。

　考え方によっては，此等の思想の結果

とも云うべき太平洋戦争の終結による南

方々らの大撤退から40年，再び世界にと

なえられる，“太平洋の時代”へのステッ

プとして，日本の移植民史の研究や過去

の業績の検討と反省が，多く’の研究者の

関心を呼び起こしているのも興味深い。

・しかし，最近特に多くなった各方面の

学者による素晴しいミクロネシア研究の

成果を見るとき，その引用参考文献は，

ほとんど欧米の論文のみであり，近くは，

戦前の日本人による研究や著書でさえほ

とんど無視されてしまっているのも誠に

『不思議なことである。

　日本人によるミクロネシア研究の成果

を無視することで・最近の三三の価値が・

そがれるものでな煽ことは当然であろう

が』日本人にホる参考文献のリストアッ

プや整理の遅れが，幾多の先哲の業績を

　　　　　　　　　　ヘノそのまま埋れさせてしまっているとすれ

ば，誠に残念なご乏と云わねばならない。

　もし，此の様な文献そのものの研究整・

理が，多少なりとも現在め研究者のお役

に立つことがあるとすれば，この分野か
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も知れないと考えたことが，この拙いリ

ストを発表してみようと考えた理由でも

ある。　　　　　　　　　　　層　　’

　又，この点を考えて，．関係参考文献も

蛇足ながら付け加えてみた。勿論，此の

リストは完成品とは云い難く，多くめ誤

りを』ふくむことは当然であるし，大方の

ご教示を待つ次第でもある6唯，リスト

ア1ソプされた文献については，一つ一つ

実物に当ってのチェックはなされている

ことをご報告する。・

　残念なことに新聞記事のリストアップ

は，困難を極め，未だ何分の一もりスト

アップ出来ていない。之も今後の研究を

待つこととなる。

　これらの文献リストを実際に参考にす

る場合を考えて，所蔵リストも必要であ

るが，之も次回にしたい。唯，、これらの

文献は，90％以上が国立国会図書館で見

ることが出来ることを，付け加えておく。

この様な素入の拙い研究に，発表の機会

を与えていただいた関係各位に厚く感謝

します。

　なお，文献を紹介するに当たり，，単行

本には『』を，雑誌・新聞論文には「」

でくくって，区別した。

　　　　siltf　’　rk　sCr

1．・報告書及び公文書付私的資料

『外務省御用係後藤高太郎外一名’日本人層

．遭害事実取調及景況視察の為一マルシ

ギル群島派遣の一件』’

　（1）一件書類　（2）復命書　　明治17，

　　18眠

く一昨年初めて発見された貴重文献’

明治17年貿易船工rダ号船長ウォルタ

ー・ハーディより神奈川県令に報告が

　あり，近年マーシャル群島に漂着の日

　本人水夫数名が現地人の掠奪殺害に会

　つたとの事で，この事実の調査の為，

派遣された後藤象二郎の息猛太郎と鈴

　木経勲による一件関係書類及報告書で

　ある。

　　特に鈴木経勲の筆になる報告書は肉

　筆彩色のさし絵入りで，外交資料とし』

　てのみならず，民族学，動植物学，地

理学は云づまでもなく，歴史的にも貴

　具な文献である。現在は外務省外交史

　料館所蔵であるが一日も早い一般公開

　と完全復刻が待たれる。〉

関係参考文献

　「100年前からあった日本マーシャル交

　’流」　大内青號　毎日グラフ　37巻♂

　　6号昭和59
　「南洋探険絵図雑感」　大内青號　太平

　．洋学会誌　22号　昭和59

　「極秘報告書を発見」毎日新聞　昭和

　　59年1月5日夕刊

　「明治17年マーシャルに使して」鈴木

　　経勲南洋群島　2巻4号昭和13

〈他に，明治初期のグアム島に出稼ぎ

　的に渡った移民関係資料及び此の始末

　に関する資料等が大日本外交文書など

　で報告され種々の研究書，出版物に，

　引用されているが，之等の移民関係資

料の原本が何処にあるのか，現在調査

　出来るのかどうか，などについては報

　告がなされていない。〉

関係参考文献

　『大日本外交文書（4）明治4年』外務

　　省調査部　昭和13

　『邦人海外発展史』　入江寅次　海外邦

　　人史料会　昭和ll　2冊

　『邦人海外発展史』　入江寅次　移民局
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　問題研究会　昭和13　2冊

『邦人海外発展史』　入江寅次　井田書

　店昭和9　2冊
「慶応4年のグアム労役出稼人」　西野

　照太郎　太平洋学会誌　23号　昭和

　59

『明治南進史稿』　入江寅次　井田書店

．日召替018　300p

『日本人の海外活動に関する歴史的調

　査南洋群島篇①』大蔵省管理局
　日召禾022　・231p

付．私的資料

「青柳徳四郎交易日記」他書三等52点

　く初期の南洋貿易商社恒信社のメンバ

　一の一人青柳徳四郎の交易日記で，彼、

　の子孫の所有になる。（福島県白湾市青

　柳幸治氏所蔵）〉

関係参考文献

　r青柳徳四郎交易日記』・青柳幸治自刊

　，目召禾056’259p

　「日本人を国際人にする法」　矢野暢

　　諸君　昭和56年3月号

　「明治の南洋貿易」　毎日新聞．昭和54

　　年6月18日号

　「貴重な青柳徳四郎の資料」　矢野暢

　　毎日新聞．昭和54年7月20日夕刊

　「新占領島に於ける日本人活躍史」　海

　　外　4巻45号　大主7

　「維新前後海外発展実謂」　海外　5巻

　　53号　大正8

H．単行本・
『南洋時事』　志賀重昂　丸善商社書店

明治20本文196，2P
『南洋時事　3版』　丸善商社書店　明

治22本文205，2p　附録92，23p

＜時の論客志賀重昂が軍艦に便乗し，

太平洋地域の練習航海に参加した時の

　報告。ミクロネシアに関してはクサイ

　（現コスラエ）島にづいての詳しい記・

　述がある。

　　印刷発行された単行本としてはミク

　ロネシア関係文献第1号に位置付けち

　れている。又？南進論の先駆をなすも

　のとして研究者のよく引用するもので

　ある。

　　3版以後は，増頁されe、・内容も詳し

　くなっているので特にリストに入れ

　た。又三新三等たよる書評が収録され

　ている。〉

関係参考文献

　「志賀重昂と南洋時事」　土方定二　新

　　亜細亜　4巻2号昭和17
　『明治の群像6　アジアへの夢』三沢1

　　弘　三一書房　昭和45　232p‘

　『南進の系譜』　矢野暢・中央公論社

　　日空禾9SO　　220p　「

　『日本の南洋史観』　矢野暢　中央公論

　　社昭和54220p’
　『志賀重昂全集　第3巻』　同全集刊行

　　会　　日召禾［12　　463p’

『南洋群島独案内』　アジ・ハインドレ

　横尾東作訳　明治2198p

＜英国人ハインドレの太平海群島独案

一直のほん訳ではあるが，，本邦最初の邦

文でのミクロネシアの地誌も含めた水

』路誌とも云う’べき書である。

　訳者構手東作は南洋群島の貿易商社

恒信社め創立者の‘人でもある6彼自

身も，小笠原諸島や硫黄島などの探険

を行っ1ている。

　なおマリアナ群島に独特の遣跡ラッ

チストーンに関して，邦文で記述され
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たものでは最初のものである。

　油島の緯度経度を詳しく記し，港湾

の状況，飲料水の有無等を示している

ぷ中心をなす地域はマリアナ群島であ

る。印刷者は警視庁監獄石川島分署と

なっているのも興味深い。〉

『南洋志』　鈴木経勲口述　野沢藤吉編

　　籟川堂　明治23　113p

〈鈴木経勲の研究家や，ミクロネシア

　の研究者も見落しがちな文献である

　が，塩沢藤吉め筆になると思われる美

　文面の記述は見事なもの。後述の『南

　洋探険実記』の前駆をなすものとして

重要なものである。存在が非常に稀な

　資料である。〉

関係参考文献

　『鈴木経勲』竹下源之介　大日本海洋

　　図書出版　昭和18　284p

　『南洋探険実記』（日本講演協会版）　竹

　　下源之介解説　昭和18　402p

　『南島巡航記』’（大和書店版）　嘉治隆

　　一解説　昭和17’348p

『南洋策（一名南洋貿易及殖民）』　服部

　’徹　三省堂・明治24　142，．2p

＜南進思想研究の題材として必ず引合

　いに出される文献，‘各島々の地誌とミ

　クロネシア地区の地図が入る。〉

『海外殖民論』恒星盛服　博聞社　昭和・

　　24　345，2p

〈南への殖民論とともに，ポリネシテ

　地区の中にマリアナ，カロリン，など

各島の地誌を含む。外務大臣榎本武揚

　9）題辞がある。前編が殖民論，後論が

　各島地誌。〉

『南洋探険実記』　鈴木経勲　博聞館

　　明治25　334p

、＜政府派遣によるマーシャル群島日本

　人水夫殺害実体調査の記録。後に新聞

記者となる経勲の記述は，単に調査レ．

　ポートの境を越え，民族学，動植物学，

　海洋，気象，幽地理などのレポートとし

ても詳細をきわめ独特の絵入りで，日

　本初の南洋探険記として文句なしに優

　れたものである。特にマ’シャル群島

』に関する記述が多い。〉

関係参考文献，

　復刻『南洋探険実記』，（富強日本協会）．

　　南方情勢社　昭和17334p

　復刻『南洋探険実記』　日本講演協会

　　竹下源之介解説　昭和18402p
　復刻「南洋探険実記』　森久男解説　平

　　凡社　昭和55　286p
　復刻『南洋探険実記』　中島洋解説　創

　　造書房’昭和58334p

　「明治17年マーシャルに使して」鈴木

　　経勲南洋群島　2巻4号昭和11
　「南洋翁回顧談士鈴木経勲　明治大正

　　史談　4～12号　昭和12，13

　「マーシャル占領予聞」　中田近夫J南

　　洋群島　2巻8号昭和11
　「南洋探険実記」・丸山義二週刊朝日

　　42巻13号　昭和17年

　『明治の群像6　アジアへの夢』紀田

　　順t　一一一一郎・三一書房昭和35pp，

　　’186　一一　210

　『19世紀の探険レーズ’南洋探険実記』

　　森久男　日本交通公社　昭和57

　「マーシャル群島探険始末の謎」　中島

　　洋　太平洋学会誌20号　昭和59

　『日本人め冒険と探検一南洋群島の探

　　険』　長沢和俊　白水社昭和38
　　pp．，240－254　，

　「マルシャル島視察からの帰着」　東
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京朝日新聞　明治18年1月29日号

「書評南洋探険実記」、東京朝日新聞

明治25年8月17日号

『鈴木経勲』　竹下源之介　大日本海

洋図書出版社　昭和18　284p

「独領南洋の今昔」　．鈴木経勲　海外

』1巻1号．大正4年tt　　一一

他にIV新聞記事の項参照。’

『冒険探奇南洋風物誌』　鈴木経勲　大

　　日本教育新聞社　明治26～27　332．

　p
＜鈴木経勲による南洋調査航海の時の

風物の報告であるg

大日本教育新聞に明治26年8月15日．

　（326号）から明・治27年4月24日（528

号）まで，附録として，連載添附され

．たものである。

　連載の完了後に，合冊製本される様，

　表紙，序，．目次まで揃っているが，之

等の合冊本の存在は現在までに拾数種’

報告されており，一応書誌学者は単行

本に含める場合が多いが，完本は極め

　て少ない。江崎悌三によって復旧復刻

　されたものは之等を数種合ぜ（完成し

　たものである。

　　特に当時のミクロネシアの人々の生・

　活と，島々の様子，動物，植物などの

　さし絵入りの報告は貴重なものであ

　る。〉

関係参考文献．

　『南洋風物誌』　鈴木経勲．江崎悌三

　　解説　日本講演協会　昭和19　274

　　p
　「大日’本教育新聞」　明治26年8月15

　　日326号～27年4月24日528号

　「冒険探奇南洋風物誌のこと」　小西

　　泰正　四不像　15号　昭和60

「冒険探奇南洋風物誌のこと」　小西

泰正　四不像　16号　昭和61

r南洋風物誌』　鈴木経勲　書面八尾新

　、助　明治26

＜前記の文献の単行本と云われるが，

発行予告は発見されているが，現物は

存在が確認されていない。江崎悌三以

下その発行に疑問を持つものが多く，

現在のところまぼろしの本となってい

る。

　もし，此の単行本が発見されれば，

鈴木経勲研究りみならず，明治期の南
　　　　　　　　　　　　　　ズ方文献研究の上でも1大きな発見とな

ろう。〉

『南島巡航記』tt井上彦三郎　鈴木経勲

　経済雑誌社　明治26年　256P

〈明治政府による旧武士救済策として

支出された士族授産金を資本金どし

　て，明治23年田口卯吉の主催する南島

商会が機帆船天祐丸によって行った南

洋貿易の経緯と航海及地誌のレポー

　ト。井上と鈴木の合著となっているカ㍉

衆目の一致す：る所，鈴木経勲の筆にな

　るものである。経勲の記述は詳細をき

　わめ，例の如くさし絵入りである。当

　時のスペインによるミクロネシア統治

　の状況や，ポナペ島マタラニームの反

　乱の目撃談など貴重な記録が多い。

　前記『南洋探険実記』、『南洋風物誌』と・

　ともに経勲南洋三部作，として名高

　い。＞　　　　t　　　、　・　’　1

関係参考文献

　復刻『南島巡航記』　拓務省版　昭和．

　　8　256p
．復刻『南島巡航記』　南洋興発㈱版’昭

　　禾011『256p
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復刻『南島巡航記』　嘉治隆一解説　大

　和書院版　昭和17　348p

復刻『南島巡航記』・　中島洋解説　太

　平洋協会版　昭和58　258p
『帆船天祐丸』　丸山義二　萬里閣　日召

　禾016　　332p

『南洋貿易50年史』郷隆　南洋貿易㈱

』日召禾017　246p

『鈴木経勲』　竹下源之介　大日本海洋

’図書出版　昭和18　284p

『漂流奇談全集（続帝国文庫）』石井民司

　　（研堂）　博文館　明治33　1000P

〈石井研堂による過去の漂流の記録集

　の中に“ペラホ物語”として，江戸後

　期の貨物運搬船，（南部藩）神社丸が台

　風により遭難，漂流の末パラオ諸島に

漂着，約4年間を現地で過した記録で

　ある。

　　現地の記述は，人類学，民族学，気

　象面一や，』東西交渉史の上からも貴重

　な記録でありながら，何故か近年まで

　あまり研究のされていない資料であ

　る。〉

関係参考文献

　・『太平洋の海洋と陸水』　清野謙次　太

　平洋協会　昭和18　23P

　『異国漂流記三三』　荒川秀俊　気象研

　　究所　昭和39・pp．212～225

「『日本漂流漂着史料』　荒川秀俊　地人

　　負官　　日義禾U39　523P

　『日本人漂流記罫川合彦充　社会思想、

　　社招和42pp．121～122，356．

　『甲子夜：話三篇　6』　東洋文庫　平凡

　　社．昭和58・pp．36～42

　『漂流』　鮎沢信太郎　至文堂　昭和31

　　pp．　165　一一　166

　『通航一覧続輯・3』　箭内健次　清文

　堂昭和45737p’
「神社丸の漂流民は何処にいたか」　高

　山純　帝塚山大学論集　48号　昭和

　60

『人類及人種』．ラング・カーベル　関

　澄巨富　博文館　明治29558p

〈当時流行の博物学的立場の世界の人

種と地誌の解説ほん訳書。

　オ．セアニアの中のミクmネシア種族

として，記述がある。石版画によるさ

し絵が数等入る。〉

『ヤゼラン』　三宅膜一　民友社，明治

　30　211p
＜ミクロネシア（マリアナ群島）の発

見者マゼランの航海記。〉

　そ’の後数多くのマゼランの太平洋航

海記が出版されている「が，おそらくツ

ヴァイクの著作の最初のほん訳もので

あろう。〉

『最近探険南洋事情』　西垣次郎　森川

　五三郎　大沢屋書店明治32226

　p
〈明治30年の米西戦争で，アメリカ海

軍の軍艦がスペイン領だったグアム島

を占領した。この際の経緯や篠宮龍太

郎による南洋諸島の調査と各島誌であ

る。特にグアム島の記述は詳しい。〉

『新式雨意地理』　岩崎重三，池田鹿之

　面内田老油漉明治32376，9p
＜此の地理書発行の前に『新編天国地

誌』が刊行されているが未見。本書は

世界を7州に分けて解説し，第3章太

洋州の項にミ、クロネシア群島として，

ギルバート，マーシャル，カロライン，’

マリアーネンなど各諸島の記述があ
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’る。〉

『楽天録（再版）』　田口卯吉　経済雑誌

　　社明治34271，2p
　＜前記，，南洋貿易の主催田口卯吉の随

　筆集。初版にはミク白ネシア関係記事

　として，南征行の短歌が2首ある丈で

　あるが，再版には彼の主催する東京経

　済雑誌に載せた関係記事を数点収録す

　る。〉

関係参考文献’

『鼎軒田口卯吉全集　第8巻』　同全

集刊行会　昭和4　611，・18p・

「復刻東京経済雑誌」　明治文献　昭

「和50　全63冊

『世界風俗写真帖、第1輯』　坪井正乖

　郎編　東京東洋社　明治34　図版50

　枚．

〈サイパンから見世物として来日のミ

クロネシア人を記録したもの。層多分カ

ロリンからの移民と思われる写真で頭

部に投石ベルトを巻いているのは珍ら

しい。又メリヤスのパンツに関する記

述は微：笑をさそう。〉

『航南私記』　広瀬武夫　修徳園　明治

　　37　174，　2p

　〈後年の日露戦の英雄，広瀬中佐：の若

　き日の練習艦航海記。漢文まじりの美．

　文で，ロタ島，グアム島などについて

　の記述がある。〉

関係参考文献

　『航南私記』tt海軍省教育局　昭和12

　　153p

　『津南私記』，丸山義二編教材社　昭1

　　不017　　237，　2p’

　「広瀬中佐と南洋群島」，　海を越えて’

1巻8号昭和13

「惑乱日記」　富山駒吉

　報告（2）～（4）明治26

日本移民協会

『律拾弐国人物図説』　西川如見　求林

　　堂明治3121，28丁
　く享保5年西川如見の著した『四拾弐

　国人物図説』を子孫が再版したものの

　中に刺答蘭としてラドUrン島の（現

　在のマリアナ群島）男女の図がある。〉

関係参考三献

　「刺答訪」・長谷部言人　人類学雑誌

　　S7巻’7号　昭和17

　「刺答蘭補考」長谷部言人　人類学雑

　　誌　58巻5号、昭和i8

　『太平洋に於ける民族文化の交流』清

　　野謙次　太平洋協会　昭和19．376，

　　7p　・　”
『南洋諸島の富源』　平山勝熊　隆文館

　明暮台37　250p

〈南進論の啓蒙書で南方に於ける各種

、事業の紹介が中心となる，マゥシャル

諸島の記述がある。〉

『内外地誌』　野口保興　早稲田大学出

　版部’明治411092回
忌世界地誌の解説。おせあにあ洲とし

てミクロネシアの記述がある。附録と

して，文部省よりの依頼により外国の

地名人各の統＝表記を計るべく取調べ

の復命書があり，当時のカタカナ，ひ

らがななどによる外国人名，地名め表

記法があり興味深い。〉

〈教科書類〉

『三国坤誌略三』（文部省、明治9）　な

ど一連の地理教科書があるが；一、ほとん
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どが，地図のみで，ミクロネシア地域

に関する具体的記述は少ないので省略

した。ミクロネシアをマレーシアやポ

リネシアに含め七いるものもある1．

『南洋群島珊瑚島探検記』岡雷平博

　無封　明治43・303p

〈新聞記者岡三平が水産講習所の練習

船雲鷹丸に便乗して太平洋三島を巡航

した航海記である6マリアナ群島，カ

ロリシ群島などの記述が当時すでにス

．ペイン領からドイツ領となっていたミ

．クロネシァの風物を新聞記者ちしい該

博な知識で記している。

　なお彼は，日本によるミクtrネシア

占領後，マリアナ群島にて，事業を行

うべく占領軍政庁に申請を出している

が，成功しなかった模様である。．15枚

の写真がある。〉

『探険と地理学』　野口保興　成美回書

　店‘明治43408p
＜早大の野口保興による探険史。々ゼ

ランによるミ・クロネシアリ発見などオ

セアニア各地の発見探険史などにふれ

ている。〉

　　ち
『外国地理集成上』　角田成治　隆文

　食官　　明孚台44，832p

＜世界地理案内。オセアニア州の記述

ありっ〉

『明治44年練習艦隊遠洋航海記念写真

　帖』　同曲射委員　明治4550p

〈練習艦が太平洋を航海時の記録，グ

アみ島での当時の写真が四葉ある。市．

いグアムの首都アガニアの風景が珍ら

しい6＞

「独逸に於ける殖民地経済と本国産業』

　生産調査会　明治45197P

〈1910年ドイツ統計局による植民地レ

ポート及統計のほん訳で，‘当時旧領南

洋と称されたミクロネシアのものが含

．まれる。ようやく太平洋にも植民地を

得たドイツの発表した植民地経営の実

体の報告と蒋来の展望が興味深い資料

である。

　なお，明治期に於けるミクロネシア

文献を調べるにあたって，そのバック

グラウンドとも云うべき，南進思想や，

当時の南洋との関係から見た歴史的な

明治時代そのものの理解については，

，次の文献が参考となる。〉

　’『南進の系譜』　矢野暢　中央公論社

　日召禾［150　乞20p

　『日本の南洋史観』　矢野暢　中央公

　論社　昭和54，220p
　『明治の群像6　アジアへゐ夢』　判

　　沢弘　三一書房　昭和45232p

　『慶応四年のグアム労役人』　西野照「

　・太郎tt太平洋学会誌　23号　昭和59

　「明治34年のトラック在住日本人追放

　　事件」　中島洋　太平洋学会誌　23

　　号旧勢和59

　『弔民坂本志魯雄』　弔民会　昭和7、

　　648p

　『横尾東作翁伝£　河東経清　自刊

　　大正6　218p

『海洋文学と南進思想』柳田泉，日本町

　送出版会．（ラジオ新書）．昭和17167

　p

III．、雑誌記事

人類学雑誌（東京人類学会雑誌）
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「クサイ島の住民1～3」　山田錐太

　郎　明治19～20

「太平洋諸島経歴報告1～4」　田代

　安定，5巻48～51号　明治23

「サモア土人の風俗説1～4」　田代

　安定　7巻70，・．71，73，74号　明治25

「太平洋鵡糎余報」田代衆7，
　巻75号　明治25

「太平洋諸島土人器部品解説1～3」．

　田代筆定　7巻76　一L　78号　明治25

「南洋諸島に伝はるタブー制の話」坪

　井正五郎　8’巻86号　明治26

「トラック島土俗」坪井正野郎　志賀

　田順太郎　8巻90号明治26『、

「南洋サイパン鼻唄グレとの対話」　阿

　部正功　9巻102号　明治27
「トラック島土俗一班」在藤伝蔵：12

　巻1，29号　明治29

「諸人種の自然物利用」　三井正五郎

　21巻167号　明治39
「方ロリン土人台湾に漂着す」罫伊藤嘉

　矩　23巻260号　明治40

「カロリン土人を観る⊥伊能嘉矩　23

　巻262号　明治41

「台湾に漂着したりしカロリン土人」

　伊能嘉矩　23巻267号　明治41

「カロリン土人の詞」小川尚義　24巻

　281号　明治42

「カロリン群島附近の土人の頭形」　鳥

　居竜蔵　24巻282号　明治42

「カロリン土人め羽翼舟」　伊能嘉矩

　25巻283号　明治42　　’

「諸人種の小児生活（太平洋諸島）」　坪

　井亀五郎　25巻283号　明治43．

＜東京比類学会の機関誌であるが，お

そらく最も初期からミクロネジア関係

，の記事を取りあげだ学術誌であろう。

（明治19年）この後，大正，昭和となつ，
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　てもミクロネシアへの関心は変らず，

　数多くの人類学的，民族学的，孝古学

　的論文を紹介しており，、ミクロネシア

　の研究者にとって重要な文献であ
　る。〉

関係参考文献

　『人類学雑誌総索引』．東京人類学会

　　日召禾013　　165p

　『人類学雑誌総索引』（前記め復刻）　第

　　一書房　昭和55165p

　『日本の人類学』．寺田和夫　思索社

　　昭i日5Q　266，28P

　『日本の人類学』寺田和夫角川書店

　　日召禾055　296P

　「太平洋諸島経歴報告解題　（1）（2）」西

　　野照太郎’・太平洋学会誌　7，8号

　　昭和55

　「田代安定翁を語る」松崎直枝伝記

　　1巻1号昭和9
「襯噸学雑誌」四点三二
　　一書房　昭和59全30巻

植物学雑誌（東京本物学会）

　「太平洋諸島巡歴報告　1～4」』4

　　巻38・一・・41号明給23噛．

関係参考文献

　「太平洋諸島経歴報告解題（1）～（2）」’西’

　　野照太郎　木平洋学会誌　7，8号

　　昭和55

　「田代安定翁を語る」松崎直披　伝記

　　1巻1号　昭和9

日本移民協会報告（日本移民協会）

　「南洋の買収」．榎本三三　1号　明治

　x26
　「航南日記」　富山駒吉　2a・　4号　明・

　　治26

　〈榎本武揚を会長どする白面移民協会

　　　　　　　　　　　　1　．



の会報で第1号に南洋群島の買収につ　’探険世界（成功雑誌社）

　いての榎本の意見を掲せる。三三日記

　は練習艦に乗り組んttt富山駒吉⑱航海

　白記。グアム島などの項グある。広瀬

　武夫の二二私記と重なるものである。

他にフィジー，サモアなどの言e述があ

　る。〉

水交社記事（水交社）

　「南洋事情1L3」　鈴木経勲　7，

　　8，11号　明治23～24
　「南洋諸島水路略記」　宮岡百三、10号

　　明治24．

　「軍艦比叡マリアナ諸島沖に於ける遭

　『腿記事」　17号　．明治24

　＜南洋事情は例によって経勲のさし絵

　入りである。あまり一般に知られてい

　ないが興味深い報告である。〉

今世少年（2）野蛮島（大学館）　1明治35

　「ポ子ビ島の蛮俗」，pp．101～106

　「蛮島踊」　pp．115～118

　「蛮人の結婚」pp．118～119

　〈ポ子ビ島は現在のポナペ島のことで

　近年ポンペイと呼称が変った。〉「

太陽（博文館）

　「南洋風土（図版）」『志輩重昂　1巻

　　12号　明治28

　「南洋トラック島の現状」　2巻23号

　　昭利29

　「南洋諸島土人所用の器物1～2」．佐

　　藤伝蔵　八木荘三郎　2巻24，・2S号

　　明治29・

冒険世界（博文館）

　　「遠洋航海記」　鉄面中尉　5巻7号

　　明治45　pp．65～74

　「r村合宿の三島」』増本河南　7巻

　　5号明治42pp．108～9

台湾時報（東洋協会台湾支部）

　「二二ポナベ島反乱鎮定」　30号　明

　　7台30　pp．23～27

歴史地理（三省堂書店）

　『「徳川時代に成れる邦文海外地理書解一

　　題（1）②」　高槻未知生　19巻2，3

　　号　明治45『

風俗画報（東陽堂）

　「南洋諸島の風俗」　434号　明治45

　「独逸領カロリン群島土人の風俗一図

　　版4枚」・4．34号明治45

音楽雑誌

　「南島の楽器について」　23号’明治

　　25

東京経済雑誌（東京経済雑誌社）

　「南洋経略論」　21巻513号　明治23

　「南洋植民会社」　21巻514号・明治23

　「南洋植民会社設立の計画」　松尾猪三

　　吉　21巻516号　明治23

　「東京府士族授産金に関する紛議」．

　　21巻520号　明治23・

　「東京府士族」一21巻520号、明治23

　「別れに臨み意中を表す」　田口卯吉

　　21巻521号　明治23

　「予は田口君の南洋行を賛助せり」

　　・伴直之助　21巻521号明治23

　・「田口卯吉氏南洋へ赴く」　21巻521号

　　明緯23
　「南征歌」　，田ロ卯吉　21巻521号　明

　　治23
　「田口君の南征を聞て感ずる所を記す」
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　Y．K　細巻522号　明治23

描写君轍」三脚珈1
「田口氏南洋行には諸新闘及知己の批

　評」　21巻522号　明治23

嗅鑑識騨9麗
「田P卯舐の音信」、　，22巻529号明

　治23
「El］　M野釣の南洋行盛賀す」李蒲

　逸士　22巻533号　明治23

「田口氏の帰朝近きにあり」　22巻541

　号　明治23
1「　　へ田口卯吉氏の近信　つ治23」．．22巻S4

P号・明tt

「田・卯吉氏」22巻S49号明治23，

「回持ロリンポネビ島の住民の風俗習

　慣並其産物及其繁栄に関して茜班牙

　政府の地位大要」1田口卯吉22巻

　550号　．明治23

「田口卯吉氏帰朝ぜり」　22巻550号、

　明治23

「鮮畑野の歌」22巻S50号明治

　23

「田口氏の南洋談」　22巻550号　明治

　23
「南洋事情」　22巻S51号　明治23・’

「ヤップ石貨幣の騒動」　田口卯吉　22

　巻552号　明治23

「破蜘よ箱嬉子の蟻を」田。卯

　吉　22巻552号　明治32　　　　・t’“

「ポネピに於ける西班牙知事の不遇」’

　田口卯吉　22巻552号　明治23

「田口卯吉氏帰朝の祝宴」　22巻553号

，明治23

「水夫市川亀吉翁ネピに死す」　22巻

　553号　明治23

「米国人民の働について」　23巻554号
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　明治24
「ナイフー挺にて一三を得た，り」23巻

　554号　明治24
「ポネピ島ノxO’　Vム邑に於ける土人の牧

　畜」　23巻554号　明治24

・「漸洋に於け’る日野門人の働き」．田口

　卯吉　2．3巻S5S号　明治24

「南洋水路略記」　富岡再三　23巻555

　号　明治24
「小笠原の現状畑・卯吉・　23拳S56

　号明治24’
「南洋土人の食物料理製菓に就その噺」

　鈴木経勲　23・巻556号　明治24

野貿騨報告」・23巻556弾

「南洋土人の飲料」　鈴木経勲　23巻

　557号　明治24

「南洋土人の燧火に就ての噺」　鈴木経：

　勲’23巻558号　明治24　」

「東京府士族授産金ρ授受」　23巻558

　号　明治24

「東京府士族授産金授受の顛末を明ら

　かにす」　田口卯吉　23巻563号　明層

　治24
「夫に力野外にイ申る磯を行うべし，．

　商利国防勉めずして成る⊥　23巻565

　号　明治24’

「南洋側聞」　三軒三人　23巻565号

　明治24

「グワムの闘鶏」　23拳565号　明治24

「南洋諸島の煙草の噺」　鈴木経勲　23

　巻565号　明治24

「醍ヨ鼎軒逸人23巻565号明
　治24
「南洋ポネゼの通信」・23巻568’ ?@明．

　治24　’

「南洋ヤツプの踊」’鈴木経轍23巻

　568号　明治24

　　　　　　／



「天祐丸売却の顛末」　［日口卯吉　23巻

　568号　明治24

「南洋サモワー島の土人の踊」　鈴木経

　勲　23巻569号明治24

「珊瑚虫の説」　鈴木経勲’23巻572号

　明治24’

「峰岸繁太郎ec一の履歴」　23巻574号

　明治24　t一　t

「サロ’ c涛№ﾌ踏舞」　鈴木経勲　23巻

　574号　明治24

「南島り石貨に就て」　三川兼太郎　23

　巻577号　明治24

「マリヤナ列島土人の農業」鈴木経勲

　23巻579号　明治24

・「南洋ポネピ通信」　24巻583号　明1台

　24
「峰岸繁太廊氏の消息」　24巻584号

　明治24
「南洋の蜜易」　24巻585与　明治24

「船政の改訂回す」24巻585号，明

　治24．

「新船を造るの説」　田口卯吉　24巻

，．585　　明孚台24

「赤道直下あ暑中は日本より涼しき理

　由」　24巻585号　明治24

「南洋貿易」　24巻587号　明治24

丁マジュロ島の鳥猟器械」　鈴木経勲

　24巻594号　明治24

「チューg）噺」　．鈴木経勲　24巻597号

　明治24

「南洋の水産」　田口卯吉　24巻601号

　萌治24

「田口氏の一行樹皮を以て三三となす」

　鈴木経勲　24巻602号　明治24

「タピチ島の婦木」　鈴木経勲　24巻

　603号　明治24
「マジュロ島人の鳥猟器械に付きて」

　坪井正■郎　25巻606号　明治25

　「南洋サモア島王の家」　鈴木経勲　25

　巻605号　明治25

「ニウへベリデス島」　田口卯吉　25巻

　620号　明治25
’r南洋諸島の貿易状態」　65巻697号

　　明治45

〈明治政府により旧武士の士族救済の

為に出された授産金を資金として，田

・卯吉等によって企て硫認証商会

　による南洋貿易行の関係記事を，田口

　の主催する東京経済雑誌に報告旧び記

事とレ（記載されたものである。田口

・卯吉，鈴木経勲等の執筆が多い。この

　南洋航海は明治23年5月～12月の約6

　ヶ月に渡って，プアム島，．ヤップ島，・

　パラオ島，．ポナペ島などを巡航してジ

貿易を行ったものであり，機帆船天＝祐

　丸によって行われたこの航海の記録が

　後日『南島巡航記』として出版された

　ものである。〉

関係参考文献．

　丁復刻「東京経済雑誌」　明治文献　昭

　　和50全63巻
　『楽天録』　再版　田口卯吉　経済雑

　　誌社　明治34209p

　『鼎軒田口卯吉全集　第8巻』　同全

　　集刊行会　昭和4　611，18p
　「グアム島の精査　』1・L　4」　鈴木経

　”勲　海外・1巻3～8号　大正4

東京地学協会報告（東京地学協会）

　．rマルジャル群島の話．1～2」鈴木

　　経勲　10巻11号，11巻3号　明治21

　「マルシャル群島の話原稿買取りの件」

　　11巻3号　明治22

　「マルシャル群島の話　3～6」11巻

　　5～7，9号明治22
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　「太平洋諸島経歴報告　1～15」　田

　　代安定11e｛911　一：　12号明治22，

　　12巻1，2，5，7，9号　明治23；

　　13巻4～12号　明治24’

　、「南洋事情大意」　田口卯吉　12巻8

　　号　明治23

　「南洋貿易及植民」　田口卯吉　12巻

　　10号・明治23

　「トラック記事情話」　15巻1号　明

　　治26、

東京地学雑誌（東京地学協会）

　「マリアナ群島略奪　1～4」　田中阿

　　歌麻呂　11巻128号　明治32，

，　12巻135号，141，144号　明治33

　「独逸の南洋新版図」　11巻128号　明

　　治32

　「ガム島の大地震」　15巻169号　明治

　　36

　「ヤップ島」　15巻169号　明治36『

　「ロタ島」　15巻170号　、明治36、

　「カロリン群島ポナペ島新測量」・17巻

　　202号　明治38

　r本邦グアム間海底電線」　18巻209号

　　明治39
　「アガナの気候」・　18巻211号』明治39、

　「カロリン群島中新設の気象台」ユ9巻

　　220号　明治40

・「独船プラネット号第一回海洋学回気

　　象学上事業」　19巻221号　明治40

　「ヤップ島」　19巻224号・へ明治40

　「プラネット号探険第二報」　19巻228

　　号　明治40

　「プラネット号太平洋探険」　22巻259

　　号，　23巻272号　明治43

　〈明治期に於て，ミクロネシアに最も

　興味を持った学術団体の一つが，東京

　地学協会と云える。従って，ミクロネ

　シアに関する雑誌記事も最も多い。中

　でも，大きな成果と云えるものが，鈴

　木経勲の「マルシャル群島の話」であ，

　り，田代安定の「木平洋諸島経摩報告」

　である。

　　両報告は当時の外地レポートとして

　は出色のものと云えよう’。なお，三三．

　の「マル？ヤル群島の話」の原稿買取

　り出版の話はその後，実施された記録

　はない。

　　「東京地学協会報告」は後に「東京

　地学雑誌」となってい否。〉

関係参考文献「

　田代安定，・鈴木経勲などの文献につい

　ては東京人類学雑誌，植物学雑誌，東

　京経済雑誌，．水交社記事などの項を参

　照されたい。

博物学雑誌　（動物標本社）

　「まりやな群島さゐばん土人二三テ」

　鳥居謡曲　第3号　明治31

＜浅草公園に見世物として来日したサ

・イペン島々民の調査レポート。写真版

　はおそらく，日本で印刷されたミクロ

　ネシア人写真の初期のものでジ7頁の

　『世界風俗写真帖第1輯』と同じもの

　である・〉

IV．新聞記事

東京横浜毎日新聞

　「マルシャル群島にて日本人水夫殺害］’

　明治17年7月22日号

　「マルシャル群島ノ蛮民日本人ヲ虐殺

　ス」’明治17年7月23日号関連記

　事明治17年7月29，31日号
　「明治17年の大事記」⑦，明治18年1月

　ll日号
　「マルシャル群島より帰朝ゴ’明治18年
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　1月21日号
　「マーシャル群島の新報」　明治18年1

　月28日号，1月29日号
　〈『南洋探険実記』め項参照。，マーシャ

　ル群島日本人殺害事件の関連記事〉

東京朝日新聞

　「マルシャル島視察からの帰着」　明

　　治18年1月29日号

　「書評　南洋探険実記」　明治25年8

・　月17日号

　「社説　先取又先取」　明治25年9月

　　30日号’

　〈『南洋探険実記』の項参照〉

大日本教育新聞

　’「冒険探奇南洋風物誌」　明治26年8

　　月15日（326号）より27年4月24日’

　　（528号）まで

　く連載附録として発行されたもので，

　前記II単行本の項『南洋風物誌』の項

　参照。〉

『扶桑新聞（名古屋）

　「南洋土産噺」　鈴木経勲

　　（1）南洋土産噺　明治26年11月5日，

　　（2）土人の木燧i11月9日，（3）土人の’

　　伐木法　11月10日，（4）パリー山　11

　　月11日，（5）（サブタイトルなし＞11

　　月12日，（6）マーシャル群島の男子と

　　i馳鎗　11月14，（7）マログラープ島の

　　土人人肉を喰ふ　11月15日，（8）サワ

　　イ島土人の独木舟及漁猟’11月16

　　日，（9）ポ子ピ島婦人とバナナ　11月

　　17日；（10）ポ子ピ島の男子　11月18日．

　「ポ子ピ島戦争実記，1～26」　鈴木経

　　勲　明治26年11月19日，21～23日；

　　25～26日，「28～30日号，12月1～3

　　日，5；一　10日’，12日，14～17日，19～21

　　日号　　　　　’　　t

l「パラオ島の父老幼児に形象字を訓読す

　　る図」　明治26年12月26日号

「大トカゲ　ボーシン函南」　鈴木経勲

　　明治27年1・月27日号

干南洋貿易東海丸の出帆」（社説）　鈴木

　　経勲　明治27年5月17日号

　く名古屋の扶桑新聞社に記者として招

　かれた鈴木経勲の筆になるもので，各

　回とも．彼の自筆になるさし絵入D’であ

　る事も興味深い。ポナペに於ける反乱

　の記事は現地報告としてジャーナリス

　トによって書かれたものの最初であ

　る。なお，この記事に？いても復刻さ

　れたもめはなく，一日も早い復刻が待

　たれる資料の一つである。〉

関係参考文献

　　『鈴木経勲』　竹下源之介　大日本海

　　、洋図書出版社　昭和18　284p

　　「独領ポナ奥島反乱鎮定」　台湾時報

　　30号　明治30

　　「志賀重昂『南洋時事』の書評」

　　朝野新聞　明治20年5月23～25日号

　　そめ他日付が不明であるが掲載され

　　た新聞及雑誌　報知新聞；毎日新聞デ

　　国民の友，時事新報，函館新聞，北

　　海新聞，金城新報，読売新聞，改進

　　新聞，めざまし新聞，通俗学芸千林，

　　東京経済雑誌，出版月評

　〈『南洋時事，増補第3版』の項参照。〉

（やまぐち・ようじ　㈱アサヒトラベ

ルインターナショナル）
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